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ごろ
ごろごろ…

中
山
間
地
域
の
取
り
組
み

市
の
面
積
の
7
割
を
占
め
る
中
山
間
地

域
は
、美
し
い
景
観
、豊
か
な
自
然
環
境
に

よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を
も
た
ら
す
一

方
で
、急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。人
口
減
少

に
よ
る
集
落
の
減
少
は
、耕
作
放
棄
地
の

増
加
や
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

拡
大
、生
活
機
能
維
持
が
困
難
に
な
る
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
単
位

で
、地
域
の
皆
さ
ん
が
話
し
合
い
を
通
じ

て
、地
域
の
将
来
像（
夢
）や
そ
の
実
現
を

図
る
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た

「
地
域
の
夢
プ
ラ
ン
」の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。中
山
間
地
域
で
は
、こ
の
手
作
り
の

計
画
に
沿
っ
て
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

体

※

験
型
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ

市
で
は
、平
成

25
年
12
月
に
設
立

さ
れ
た
、都
市
と
農

山
漁
村
の
交
流
を
推

進
す
る「
周
南
学
び

の
旅
推
進
協
議
会
」

と
連
携
し
、体
験
型

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今
年
度
の
受
け
入
れ
は
、東
京
や
韓
国

の
高
校
生
な
ど
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

農推び会
」型

生きがいのある須金をつくる会

人と人とのつながりを創り
地域の再生をめざす
● 明治大学の学生と連携して、若者の移住増加
に向けた調査、研究、実践活動
● 地域資源を生かした交流イベントの開催（須金
市日、ほたるのすがね、農ganic Festa）
● Facebookやブログを使った情報発信

棚田清流の会

やすらぎの里づくり
● 都市農村交流の推進（棚田オーナー制度、農
業体験）
● 菓子加工所「里のはな」による特産品の加工販売
● 地域の空き家を活用した農家レストランの整備

須金

中須北

八代

　
豊
か
な
自
然
、懐
か
し
さ
を
感
じ
る
景
観
、お
い
し
い

農
水
産
物
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
山
間
地
域
で
は
、夢
プ

ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

中山間地域への移住や交流に関
する情報をはじめ、地域の魅力を伝え
るサイト「しゅうなん里の縁側.com」
を開設しています。また、フェイスブッ
クやブログで、地域のイベントなど
旬な情報を発信しています。
しゅうなん里の縁側.com
http://www.shunan310-

inakagurasi.com/

い
ら
っ
し
ゃー

い
！

明治大学の学生による調査・研究

農業体験

生活交通の運行

※
体
験
型
教
育
旅
行
…
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
生
活
体

験
を
通
じ
て
、農
山
漁
村
地
域
の
あ
り
の
ま
ま
を

体
験
す
る
修
学
旅
行
や
自
然
体
験
活
動
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
協
調
性
、生

き
る
力
を
高
め
る
効
果
が
期

待
さ
れ
、全
国
の
学
校
で

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

や
協
調
性
、生

が
期

で

お
い
し
♥

鶴里コミュニティ協議会

ふれあいと活力あふれる鶴いこいの里八代
● 八代のツルおよびその渡来地の環境保全
●生活交通の運行
●高齢者や障害者の見守りができる仕組みづくり
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策定中

策定中

まっちょるよー！

大潮の里をまもる会

大潮の美しい自然や伝統を守り、
安心して住み続けられる地域づくり
● 地域拠点「大潮田舎の店」で加工品の販
売（豆腐、豆乳ババロアなど）
● 都市の住民との体験交流活動による地
域の魅力発信
● 大潮の自然環境を守る取り組み（円山、
蛍公園の整備）

大潮

渋川をよくする会

花
か

・星
せい

・人
じん

が水と語る里づくり
● 地域の拠点づくり（長野山緑地公園、渋
川ふれあいの家の整備）
● 渋川のファンを増やす取り組み（体験交流）
● 加工品の開発と販売（渋川キムチ、柏餅
など）

渋川

大道理をよくする会

住んでよかった 住んでみたい
訪れてみたい大道理
● 加工所の整備、運営と加工組織の設立
● 夢求の里交流館の運営体制の整備
● 高齢者の安心な暮らしの確保(生活交通・御用
聞き）

住みよい長穂をつくる協議会

美しい自然と伝統を守り、
生きがいと誇りを持って暮らせる地域
●竹の伐採や花木の植栽
● 軽トラ市による地産品の販路拡大と交流人口
の増加
●高齢者サロンや星空観察会の実施

長穂

お

ー

！

う
ま
い
！

う
ま
い
！

大津島地区コミュニティ推進協議会

地域を守り、島の魅力を生かし、
訪れる人を増やす
● 出身者の会（若潮の会）の発足
● 観光資源の整備（天ヶ浦の巨樹、近江の七人墓）
● 全国の島々が集まる祭典（アイランダー）で島の
魅力発信

大津島

川遊び体験

しめ縄作り

アイランダー2014に参加 地域産品の販売 亀山の整備

「地域の夢プラン」

策定地域

問合せ　中山間地域振興
課中山間地域振興担当☎
0834-34-3572

大道理
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渋川をよくす
る会 会長 安

永芳江さん

私たちは、豊
かな自然あ

ふれる渋川

をみんなで
一丸となって

守る取り組
みを続けて

いま

す。ふれあい
の家を拠点

とし、特産品
の製造や体

験

交流、地域行
事の開催な

どを通じて
、渋川のファ

ン

づくりをして
います。

　みんなで
愉快に楽し

く地域づく
りをして、地

元を

元気にした
いです。夢の

実現をめざ
して頑張る

中山

間地域に、ぜ
ひ遊びに来

てください
!!
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1
回
は
、作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ
っ
て
、点

検
方
法
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、取
扱
説
明
書
を
確
認
し
て
か
ら
点
検

し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、電
池
が
切
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
は
、音
や
光
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。忘
れ
ず
、電

池
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　

※ 

電
池
寿
命
は
メ
ー
カ
ー
、機
種
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
取
扱
説
明
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
も
、セ
ン
サ

ー
な
ど
の
寿
命
に
よ
り
、交
換
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昨年、秋季火災予防運動に呼応
する行事の一環として、防火意識
の啓発のため、県内の幼稚園およ
び保育園の園児、小・中学校の児
童・生徒、また６５歳以上の高齢者
を対象に、火災予防に関する作品
（ポスター・習字・絵画・防火標語）
を募集しました。
本市消防管内からは、全914作
品の応募があり、28作品が入賞し
ました。
入賞作品は、3月8日（日）まで、イ

オンタウン周南で展示しています。

是非、見に
来てください!

入賞作品　ポスター中学生の部
岐陽中学校1年　田中 慧さん

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、住
宅
用
火
災
警
報

器
が
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、日
頃
か

ら
点
検
と
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
汚
れ
て
い
た
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
、ほ
こ
り
な
ど

が
付
く
と
、火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
り

ま
す
。最
低
限
、1
年
に
1
回
は
、乾
い
た

布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
定
期
的
に
作
動
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
か
ら
下
が
っ

て
い
る
引
き
ひ
も
を
引
く
、あ
る
い
は
ボ
タ

ン
を
押
す
な
ど
に
よ
り
、最
低
限
、1
年
に

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
、ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
き
ま
す
。火
気
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
用
す
る
場
合
は
、付
近
に
可
燃
物

を
放
置
し
な
い
な
ど
、適
切
な
使
用
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、例
年
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
季

節
に
、た
き
火
や
野
焼
き
に
よ
る
山
火
事

が
多
発
し
て
い
ま
す
。火
気
の
取
り
扱
い

に
は
、十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

全
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
！

消
防
法
に
よ
り
、全
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
し
、音
や
音
声

に
よ
り
警
報
を
発
し
て
、火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
、適
切
に
機
能

す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で
す
。

問
合
せ
　
消
防
本
部
予
防
課
☎
０
８

３
４‐22‐８
７
７
３

　
３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）の

一
週
間
は
、「
春
季
火
災
予
防
運

動
」が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
防
火
に
関
す
る
知

識
を
身
に
付
け
、家
庭
で
の
備
え

を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）

春
季
全
国
火
災

予
防
運
動

住宅用火災警報機

も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ

平成26年度
全国統一
防火標語

平成26年度
火災予防作品
募集結果
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就
職
・
退
職
な
ど
に
伴
う
健

康
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き

■
就
職
の
場
合

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人
が
、就

職
に
よ
り
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
場
合
、国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
▼
勤
務
先
の
健

康
保
険
証
▼
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

■
退
職
や
扶
養
か
ら
外
れ
る
場
合

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
中
の
人

が
、退
職
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
す
る

い
た
市
区
町
村
の
個
人
住
民
税
担
当
課
で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に
つ
い
て
は
、医
療

機
関
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
際
に
、窓
口

で
保
険
証
と
一
緒
に
、自
己
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
の
提
示
が

必
要
で
す
。高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
に
な

る
誕
生
月
の
末
日（
誕
生
日
が
1
日
の
人

は
、誕
生
月
の
前
月
の
末
日
）ま
で
に
郵
送

し
ま
す
。保

険
料
の
支
払
い
は
便
利
な

口
座
振
替
で

保
険
料
の
納
付
に
は
、口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
は
、窓
口
に
納
め
に
行
く
手

間
が
省
け
、納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
安

心
で
す
。手
続
き
も
簡
単
で
、翌
年
度
以

降
も
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

場
合
、次
の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。手
続
き
や
保
険
料
な
ど
に

つ
い
て
は
、加
入
す
る
健
康
保
険
の
担
当

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
手
続
き
　
▼
新
た
に
再
就
職
し
た

勤
務
先
で
、健
康
保
険
に
加
入
▼
今
ま
で

の
健
康
保
険
の
任
意
継
続
▼
家
族
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
る
▼
国
民
健
康
保

険
に
加
入

国
民
健
康
保
険
の
加
入
に
必
要
な
も
の
　

▼
勤
務
先
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
日
が

分
か
る
書
類（
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
）▼

年
金
証
書（
65
歳
ま
で
の
人
）▼
年
金
手
帳

（
60
歳
ま
で
の
人
）▼
窓
口
に
来
る
人
の
本

人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
な
ど（
免
許
証

な
ど
）

進
学
・
卒
業
に
伴
う
保
険
証

の
切
り
替
え
手
続
き

■
進
学
の
場
合

本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

て
、進
学
の
た
め
本
市
か
ら
転
出
す
る
学

生
の
人
は
、学
生
用
の
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
の
で
、手
続
き
が
必
要
で
す
。転
出
手

続
き
時
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
▼
在
学
証
明
書

▼
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
▼
窓
口
に

来
る
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書

（
免
許
証
な
ど
）

■
在
学
中
で
引
き
続
き
国
保
に
加
入
の
場
合

転
出
後
も
引
き
続
き
、本
市
で
保
険
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
学
生
は
、毎
年
4

問
合
せ
　
▼
保
険
年
金
課
国
保
賦
課

担
当
☎
０
８
３
４‐22‐８
３
１
２
▼
新

南
陽
総
合
支
所
保
険
年
金
担
当
☎
０

８
３
４‐61‐４
１
１
０
▼
熊
毛
総
合
支

所
保
険
年
金
担
当
☎
０
８
３
３‐92‐

０
０
３
５
▼
鹿
野
総
合
支
所
健
康
福

祉
担
当
☎
０
８
３
４‐68‐２
３
３
２

月
に
在
学
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
在
学
証
明
書

■
卒
業
の
場
合

市
国
民
健
康
保
険
の
、学
生
用
の
保
険
証

を
持
っ
て
い
る
人
が
卒
業
な
ど
で
学
生
で
な

く
な
る
場
合
、切
り
替
え
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。忘
れ
ず
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
▼
別
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
は
、そ
の
保
険
証
の

写
し
▼
市
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

届
け
出
は
14
日
以
内
に

国
民
健
康
保
険
の
加
入
資
格
が
生
じ
た

り
、無
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、そ
の
日

か
ら
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※ 

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
、資
格

取
得
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
し
た
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
申
告

国
民
健
康
保
険
料
は
、前
年
中
の
所
得

を
基
に
計
算
す
る
た
め
、所
得
の
申
告
が

遅
れ
る
と
、後
で
保
険
料
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、収
入
が
な
い
人
も
そ
の
旨
を
申

告
し
な
い
と
、保
険
料
の
軽
減
制
度
が
適

用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
が
済
ん
で
な
い
人
は
、申
告
期
間

内
に
、税
務
署
や
1
月
1
日
に
居
住
し
て

国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ



●
利
用
し
や
す
い
会
議
室

● 

正
面
玄
関
前
で
マ
ル
シ
ェ
や
弁
当
販

売
、ミ
ニ
動
物
園 

な
ど

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
さ
れ
た

意
見
は
、情
報
公
開
窓
口（
本
庁
舎
市
民

さ
ろ
ん
、各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
窓

口
）お
よ
び
各
支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.shunan.lg.jp/

section/chosha/choshajyunbi/
tyoshajyunbi_top.htm

l

で
公
表
し

て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
全
て
の
利

用
者
に
と
っ
て
、便
利
で
分
か
り
や
す
い
市

民
窓
口
に
つ
い
て
」と「
岐
山
通
に
面
し
た

市

※

民
開
放
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
」の
2
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、公
募
市
民
お
よ
び
団
体

推
薦
者
に
、市
職
員
と
設
計
者
を
加
え
た

計
32
人
が
、4
つ
の
班
に
分
か
れ
て
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
提
案
さ
れ
た
意
見
は
、市
で
検
討

し
、設
計
に
反
映
で
き
る
も
の
は
、取
り
入

れ
て
い
き
ま
す
。

※ 

市
民
開
放
ゾ
ー
ン
…
老
朽
化
の
た
め
解

体
す
る
市
民
館
会
議
室
の
代
わ
り
と
な

る
市
民
活
動
の
場

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
主
な
意
見

■
市
民
窓
口
に
つ
い
て

●
手
続
き
部
署
の
集
約

● 

障
害
者
に
関
連
す
る
課
は
入
口
付
近
に

配
置

● 

動
物
園
の
動
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
案
内

サ
イ
ン
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置

■
市
民
開
放
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

● 
2
階
の
長
い
廊
下
の
壁
に
市
民
の
作
品

を
展
示

●
既
存
の
ク
ス
ノ
キ
を
取
り
込
ん
だ
カ
フ
ェ

●
ラ
ン
ナ
ー
用
施
設
の
設
置

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
、広
く
設
計
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
11
月
か
ら
3
回
に
わ
た
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、利
用
し

や
す
く
親
し
ま
れ「
安
心
」と「
つ
な
が

り
」の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

新
庁
舎
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

新
庁
舎
建
設

〜
平
成
30
年
度
完
成
を
め
ざ
し
て
〜
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新庁舎イメージ図



災
害
時
の
防
災
拠
点

現
庁
舎
は
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
で

想
定
さ
れ
る
、震
度
６
程
度
の
地
震
で
、倒

壊
の
危
険
性
が
高
く
、庁
舎
が
倒
壊
し
た

場
合
、被
災
状
況
の
把
握
、救
助
、応
急
復

旧
の
指
揮
を
す
る
防
災
拠
点
を
失
う
恐
れ

が
あ
る
た
め
、一
刻
も
早
く
新
庁
舎
を
建

設
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
館
機
能
の
移
転

新
庁
舎
に
は「
安
心
・
安
全
」の
拠
点
と
し

て
、市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
る
機
能

だ
け
で
な
く
、交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
気

軽
に
集
い
、活
動
で
き
る
よ
う
に
、市
民
館

で
備
え
て
い
た
会
議
室
の
代
わ
り
と
し
て

市
民
利
用
会
議
室
な
ど
も
設
置
し
ま
す
。

合
併
特
例
債
の
活
用

庁
舎
建
設
に
係
る
資
金
計
画
で
は
、概

算
事
業
費
94
億
円
に
対
し
、60
億
円
の
借

り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

通
常
、庁
舎
建
設
に
は
、国
か
ら
の
支
援

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、本
市
の
場
合
、平
成
30

年
度
ま
で
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
で

合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
ま
す
。合
併
特

例
債
は
、返
済
額
の
70
％
が
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
非
常
に
有
利
な
借
入
金
で
す
。

借
入
期
間
20
年
間
の
返
済
額
70
億
円

（
元
金
60
億
円
＋
利
子
10
億
円
）の
う
ち
、

約
49
億
円
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
の
で
、

市
の
実
質
返
済
額
は
21
億
円
に
な
り
ま

す
。１
年
当
た
り
約
１
億
円
で
す
。

さ
ら
に
、新
庁
舎
の
建
設
に
よ
り
、維
持

管
理
費
な
ど
が
、１
年
当
た
り
５
０
０
０

万
円
以
上
削
減
で
き
、実
質
、20
年
間
、毎

年
約
５
０
０
０
万
円
の
負
担
で
新
庁
舎
を

建
設
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、合
併
特
例
債
の
活
用
に
よ
り
軽

減
さ
れ
る
49
億
円
分
を
教
育
、福
祉
、産

業
振
興
な
ど
、他
の
施
策
の
充
実
に
充
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
　
庁
舎
建
設
課
庁
舎
建
設
担

当
☎
０
８
３
４‐22‐８
１
５
３

●
新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

新
庁
舎
を
平
成
30
年
度
ま
で
に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、耐
震
性
の
問
題
な

ど
現
庁
舎
が
抱
え
る
諸
問
題
を
早
急
に
解
決
で
き
、ま
た
、合
併
特
例
債
が
活

用
で
き
る
こ
と
で
、市
の
財
源
負
担
を
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
世
代
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も「
今
」実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

耐震性の不足
倒壊の危険性が高い
防災拠点として不安

バリアフリー困難
段差が多い

プライバシーの確保が困難

老朽化
築60年経過
困難な維持管理

本庁機能分散
9か所に分散

不便で分かりづらい

■ 市民の皆さんの安心・安全を守る庁舎
■ 分かりやすく利用しやすい庁舎
■にぎわいを創出し、まちに活気を与える庁舎
■市民活動の場として長く親しまれる庁舎

解消

現庁舎が抱える問題

■合併特例債の仕組み

借入金 60億円

返済額 70億円（元金＋利子）

（返済期間20年)

自主財源 25億円

上下水道事業
負担金9億円
上下水道事業
負担金9億円

概算事業費94億円

国からの交付額
49億円（70％）

市の実質返済額
21億円（30％）

● 今しか活用できない制度
です。

● 国から7割が交付される非
常に有利な借り入れです。

● 国からの交付額分をさまざ
まな施策に充てられます。

POINT
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市
長

随
想

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
を
迎

え
ま
す
。

そ
れ
は
、私
が
市
長
に
就
任
す
る

直
前
の
出
来
事
で
し
た
。つ
ま
り
、

私
の
市
政
は「
震
災
後
」の
４
年
間

と
ほ
ぼ
重
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と

は
、市
政
運
営
の
考
え
方
に
大
き
く

影
響
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
安
心
安
全
に
係
わ
る
課

題
を
先
送
り
し
て
は
な
ら
な
い
」

そ
の
思
い
こ
そ
が
、市
長
と
し
て

の
私
の
出
発
点
で
す
。

市
長
就
任
後
、防
災
行
政
無
線

整
備
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
た
。新
し
い
防
災
情
報

収
集
伝
達
シ
ス
テ
ム
は
、来
年
度
ま

で
に
設
計
を
終
え
、平
成
28
年
度
か

ら
工
事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全

を
最
優
先
し
、小
中
学
校
耐
震
化

に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。計
画
の
前
倒
し
に
よ
り
、

来
年
度
ま
で
に
全
て
の
学
校
で
完

了
し
ま
す
。

そ
し
て
、も
う
一
つ
先
送
り
で
き

な
い
課
題
が
、新
庁
舎
の
建
設
で
す
。

先
の
震
災
に
お
い
て
、災
害
対
策

本
部
と
な
る
は
ず
の
庁
舎
が
倒
壊

し
、避
難
者
支
援
や
復
旧
復
興
活

動
に
支
障
を
き
た
し
た
自
治
体
の

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、わ
が
ま
ち

の
庁
舎
の
現
状
に
不
安
を
覚
え
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
４
年
間
を
か
け
て
、財

政
計
画
を
き
ち
ん
と
立
て
、皆
さ
ん

に
し
っ
か
り
と
説
明
し
、議
会
の
承

認
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、庁
舎
の
建

設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

決
し
て
、無
駄
に
大
き
く
豪
華
な

建
物
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

次
世
代
に
、課
題
で
は
な
く
、安

心
安
全
と
い
う
大
き
な
財
産
を
残
す

た
め
に
も
、先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

市
民
の
安
心
安
全
を

守
る
た
め
に 

周
南
市
長  

木
村
健
一
郎

　

みんなのひろば

「
目
標
は
、和
田
の
人
に
よ

る
、和
田
の
人
の
た
め
の

地
域
づ
く
り
で
す
」と
話
す
の
は
、Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
３
７
６ 

劇
団
３
７
６
の
団
長

の
橋
本
さ
ん
で
す
。Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
３
７
６

は
、和
田
地
区
の
若
者
か
ら
な
る
地

域
お
こ
し
の
団
体
で
、4
年
前
に
発

足
し
ま
し
た
。3
つ
の
部
会
で
構
成

さ
れ
、休
耕
田
を
活
用
す
る
農
業

３
７
６
、料
理
を
通
じ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
キ
ッ
チ
ン
３
７
６
、そ
し

て
、地
域
の
民
話
な
ど
を
劇
で
伝
え

る
の
が
、劇
団
３
７
６
で
す
。

　
劇
団
で
は
、今
ま
で
に
５
回
の
公

演
を
行
い
ま
し
た
。台
本
は
全
て
一

か
ら
作
り
、題
材
は
津
田
恒
美
投
手

や
三
作
神
楽
な
ど
、地
域
に
ち
な
ん

だ
も
の
で
、今
回
取
り
上
げ
た
の
は

特
産
の
高
瀬
茶
。劇
を
通
じ
て
、栽

培
の
歴
史
や
、生
産
者
の
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
な
ど
の
現
状
を
伝
え
ま

し
た
。団
員
の
皆
さ
ん
は
、裏
方
の
仕

事
を
分
担
し
、公
演
の
約
半
年
前
か

ら
、仕
事
や
家
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て

練
習
を
重
ね
ま
し
た
。「
み
ん
な
で
意

見
を
出
し
、部
活
動
の
よ
う
に
楽
し

ん
で
い
ま
す
。上
演
し
た
時
の
達
成

感
は
、何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
ま
せ

ん
。そ
れ
を
み
ん
な
が
感
じ
て
い
る
か

ら
、活
動
を
続
け
ら
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
」と
橋
本
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
現
在
は
、他
地
域
か
ら
参
加
す
る

人
も
お
り
、盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
す
。「
今
後
は
、映
像
作
品
を
作

る
話
も
あ
り
、地
域
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
楽
し
め
る
事
に
は
、何
で
も

挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」と
話
す
橋

本
さ
ん
は
、熱
意
を
持
っ
て
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

2月14日（土）に「高瀬茶に恋した男…。」を上
演。全員が一丸となり、熱演しました

劇を通じて、
暮らしがいのある地域に
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橋
はし　もと

本 玲
れい

子
こ

さん

T
チ ー ム

EAM376 劇団376 
団長



　

中須地区で、地元のランニング愛好会が主催する、10マ
イルレースが行われました。この大会は、菅野湖畔約16キ
ロメートルのコースを一周して走るもので、男性女性問わ
ず、県内外から94人のランナーが出走。参加した皆さん
は、寒さに負けず、アップダウンの激しいコースを力強く駆
け抜けました。

PHOTOdeShunan
ふぉとde周南

市 民 の 皆 さ ん の 活 動 に 大 接 近！

声援を励みに、冬の湖畔を力走！

江戸時代から昭和40年頃まで、この地区で年に一度
開催されていた市日。かつての宿場町の活気を取り戻
そうと、地元の皆さんが一丸となり、３年前に復活させた
祭りです。古民家や商店を活用して、通りには多彩な
パフォーマンスや体験ブース、出店などが並
び、訪れた人たちは須金の食や自然、歴
史をさまざまな形で満喫しました。

冬の街道に、笑顔が行き交う

春と福を呼び込む節分の豆まきが、今年も行われまし
た。園児の皆さんが先生から節分のお話を聞いていると、
金棒を振り回して暴れる鬼が登場！皆さんは泣いたり逃
げ惑ったりしながら、一生懸命に豆をまき、見事鬼を退散さ
せました。最後は仲直りした鬼と一緒に記念撮影をしたり、
鬼さんランチを作って楽しみました。

勇気を出して鬼退治！

節分の豆まき
場所：勝間保育園

2
3

周南市エコフェスタ

場所：リサイクルプラザ
 ペガサス・環境館

 1
31

リサイクルへの関心を高めるためのイベントが開催さ
れ、中古家具の抽選会や館内の特別見学会などが行われ
ました。再利用をテーマにした３つの工作体験のうち、講師
が招かれた草木染体験では、タマネギの皮を使った布染め
に挑戦。参加した皆さんは、家庭ごみから生まれた自然の
美しい色合いに感心し、楽しみながら学びました。

菅野湖畔10マイルレ
ース

場所：中須地区総合
運動場他

2
8

さまざまなリユースの形を知る１日

冬冬の街道に 笑顔が行き交う

須金市
いち　び

日
場所：須金山代街道

1
25
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お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
整
備
課
の
事
務

室
移
転

移
転
日
　
３
月
９
日（
月
）

場
所
　
有
楽
町
23
近
鉄
徳
山
ビ
ル

２
階

問
合
せ
　
中
心
市
街
地
整
備
課
整

備
担
当
☎
０
８
３
４‐
27
‐
０
０
７
０

転
居
す
る
と
き
は
連
絡
を

市
内
に
在
住
す
る
人
が
、転
居
す

る
と
き
は
、水
道
料
金
や
下
水
道
使

用
料
の
精
算
手
続
き
が
必
要
で
す
。

転
居
す
る
前
に
、必
ず
お
客
様
番
号

（
使
用
者
番
号
）・
住
所
・
氏
名
・
転
居

日
・
転
居
先
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、名
義
変
更
や
共
用
戸
数
の

増
減
な
ど
変
更
が
あ
る
場
合
も
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
徳
山
・
新
南
陽
地
域
…
上

下
水
道
局
料
金
課
☎
０
８
３
４‐
22‐

８
６
１
７
、熊
毛
地
域
…
熊
毛
総
合

支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８
３
３‐
92‐

０
０
１
９
、鹿
野
地
域
…
鹿
野
総
合

支
所
産
業
土
木
課
☎
０
８
３
４‐
68‐

２
３
３
４

美
術
博
物
館

の
臨
時
休
館

収
蔵
庫
の
殺
虫
・
殺
菌
作
業
の
た

め
、休
館
し
ま
す
。

期
日
　
3
月
24
日（
火
）

問
合
せ
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
２
２

ワ
ン
ワ
ン
銀
行

生
後
３
週
間
か
ら
３
か
月
ま
で

の
、子
犬
の
譲
渡
会
で
す
。

日
時
　
３
月
15
日（
日
）９
時
〜
10
時

（
小
雨
決
行
、悪
天
候
の
場
合
は
、22

日（
日
）に
延
期
）

場
所
　
大
迫
田
墓
地
前

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・

簡
易
水
道
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐
８

３
２
２

徳
山
動
物
園
開
園
時
間
を
変
更

３
月
１
日（
日
）か
ら
、開
園
時
間

を
９
時
〜
17
時
に
変
更
し
ま
す
。

※
入
園
は
、16
時
30
分
ま
で
で
す
。

問
合
せ
　
徳
山
動
物
園
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
６
４
０

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

平
成
27
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
、市
広
報
３
月
15
日
号
に
併

せ
て
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
計

画
担
当
☎
０
８
３
４‐
61
‐
０
３
２
４

浄
化
槽
に
係
る
手
続
き

浄
化
槽
に
係
る
手
続
き
な
ど
が
環

境
保
健
所
か
ら
市
へ
移
行
し
ま
す
。

期
日
　
4
月
1
日（
水
）

受
付
窓
口
　
環
境
政
策
課
環
境
政

策
担
当

受
付
内
容
　
▼
浄
化
槽
の
設
置
届
、

使
用
開
始
報
告
書
な
ど
の
届
け
出
▼

浄
化
槽
に
係
る
苦
情
・
相
談

問
合
せ
　
環
境
政
策
課
環
境
政
策

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
２
４

民
生
委
員・児
童
委
員
の
交
代・

決
定

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
交
代

担
当
地
区
と
氏
名（
電
話
番
号
）　
▼

熊
毛
地
区（
新
町
、今
市
）…
岩
永
則

夫
さ
ん
☎
０
８
３
３‐
91‐５
１
５
１

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
決
定

担
当
地
区
と
氏
名（
電
話
番
号
）　
▼

秋
月
地
区
（
扇
町（
市
住
）1
〜
10

棟
）…
惠
村
正
昭
さ
ん
☎
０
９
０‐
５

３
２
４‐
２
４
６
２
▼
岐
山
地
区

（
西
金
剛
山
上
、西
金
剛
山（
1
〜
3

班
・
6
〜
14
班
）、西
金
剛
山
県
住
）

…
北
野
順
子
さ
ん
☎
０
８
３
４‐
21
‐

９
３
０
０

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
福
祉
調

整
・
高
齢
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22‐８
４
６
５

駅
ビ
ル
付
属
物
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

３
月
に
完
全
閉
館
す
る
、徳
山
駅

ビ
ル
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
付
属
物

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

対
象
物
　
建
物
に
固
定
さ
れ
て
い
る

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月

１
日
現
在
で
、軽
自
動
車
や
バ
イ

ク（
原
動
機
付
自
転
車
）な
ど
を

所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

廃
車
や
売
却
、譲
渡
な
ど
を

し
た
人
は
、３
月
末
ま
で
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。手
続

き
を
し
な
い
場
合
、平
成
27
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
が
、
引
き

続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、市
外
へ
転
居
す
る
場
合

や
、所
有
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る

場
合
も
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

※ 

本
市
が
発
行
し
た
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
紛
失
し
、廃
車

の
手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、

警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
た

後
、印
鑑
を
持
参
し
て
、相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
課
税
課
市
民
税
一
担

当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
７
３

手続き場所
車種 申告先 電話番号

原付自転車（１２５ｃｃ以下）
小型特殊自動車（農耕用など）

課税課市民税一担当
新南陽総合支所市民生活課
熊毛総合支所市民福祉課
鹿野総合支所市民福祉課

☎0834-22-8273
☎0834-61-4104
☎0833-92-0011
☎0834-68-2333

軽二輪（125ccを超え250cc
以下のバイク） 県軽自動車協会（山口市） ☎083-922-8877

二輪の小型自動車
（250ccを超えるバイク） 山口運輸支局（山口市） ☎050-5540-2073

四輪軽自動車（６６０ｃｃ以下） 軽自動車検査協会山口事務所（山口市） ☎050-3816-3085

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
や
名
義
変
更

情　報
ひろば
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付
属
物
…
内
部
サ
ッ
シ
、パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
、照
明
器
具
、手
す
り
、洗
面
器

な
ど（
机
、椅
子
な
ど
は
除
く
）

※ 
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。不
明
な
物
は
、事

前
に
見
学
し
、対
象
物
か
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

条
件
　
3
月
30
日（
月
）、31
日（
火
）

9
時
か
ら
17
時（
要
予
約
）に
、自
ら

解
体
し
、持
ち
帰
る

※
駐
車
場
、電
源
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
　
3
月
16
日（
月
）必
着
で
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の
物

（
階
数
と
場
所
も
明
記
）・
応
募
価
格

を
、郵
送
・
持
参
で
、〒
７
４
５
‐
０

０
３
４
御
幸
通
２
‐
28
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
３
階
中
心
市
街
地
整
備
課

整
備
担
当
☎
０
８
３
４
‐
27
‐
０
０

７
０

子
育
て

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

３
月
１
日（
日
）〜
７
日（
土
）は
子

ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。

協
力
医
療
機
関
で
は
、予
防
接
種

に
関
す
る
相
談
や
通
常
診
療
時
間
外

で
の
接
種
を
行
い
ま
す
。予
防
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
、事
前
に
協
力

医
療
機
関
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

協
力
医
療
機
関
は
県
感
染
症
情

報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

http://kanpoken.
p
re
f.ya

m
a
g
u
ch
i.lg

.jp
/

jyoho/

ま
た
は
、か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
健
康
増
進
課
企
画
調
整

担
当
☎
０
８
３
４
‐
22
‐
８
５
５
２

就
学
援
助
費
の
申
請

市
内
に
在
住
す
る
小
・
中
学
生
の

保
護
者
が
、経
済
的
理
由
で
子
ど
も

を
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、学
用
品
費
や
給
食

費
、修
学
旅
行
費
、学
校
保
健
安
全

法
に
基
づ
く
医
療
費
な
ど
、就
学
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度（
所
得
制
限
あ
り
）で
す
。引
き

続
き
援
助
を
希
望
す
る
場
合
も
、申

請
が
必
要
で
す
。

申
込
み
　
３
月
２
日（
月
）か
ら
、交

付
申
請
書
・
印
鑑
・
同
一
世
帯
全
員

の
平
成
26
年
１
月
〜
12
月
の
所
得

を
証
明
す
る
資
料（
源
泉
徴
収
票
や

確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）・
振
込
金

融
機
関
の
預
金
口
座
番
号
を
、持
参

で
、学
校
教
育
課
学
務
担
当
☎
０
８

３
４‐
22
‐
８
５
４
３
、教
育
委
員
会

事
務
局
各
総
合
出
張
所

相
談

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
3
月
９
日（
月
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
鹿
野
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
４‐
68
‐
２
３
３
１

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
3
月
10
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
０
８

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
3
月
19
日（
木
）９
時
〜
12
時

問
合
せ
　
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
２
１
６

鶴
い
こ
い
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー

で

開
催

日
時
　
3
月
24
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
合
せ
　
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政

策
課
☎
０
８
３
３‐
92‐０
０
０
８

行
政
相
談

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ア
プ
ラ
ザ
か
の

で
開
催

日
時
　
３
月
9
日（
月
）９
時
〜
12
時

ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛
で
開
催

日
時
　
３
月
10
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分

新
南
陽
総
合
支
所
で
開
催

日
時
　
３
月
12
日（
木
）10
時
〜
12

時
、13
時
〜
15
時

い
ず
れ
も

問
合
せ
　
生
活
安
全
課
市
民
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
４‐
22‐８
３
２
０

住
宅
無
料
相
談
会

建
物
の
新
築
や
増
改
築
、耐
震
化

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
と
場
所
　
3
月
14
日（
土
）、28

日（
土
）13
時
〜
16
時
…
市
民
館

問
合
せ
　
住
宅
課
住
宅
企
画
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
３
４
、県
建

築
士
会
徳
山
支
部
☎
０
８
３
４‐
28
‐

５
２
２
６

お知らせ

快適な睡眠を確保することは、心と身体の健康を保つ
ために大切です。
うつ病になると早朝に目が覚めたり、熟睡感がないな
どの睡眠障害が見られます。こうした睡眠障害を初期の
うちに発見し、適切に治療することが、うつ病の悪化を
予防し、自殺を予防することにもつながります。
３月は、自殺対策強化月間です。「ちゃんと眠れちょ
る？」を合言葉に、あなたの大切な人の変化にまずは声
を掛けてみてください。かけがえのない命を守るために
は本人の気持ちに耳を傾け、早めに専門家に相談する
ように促すなど、温かく寄り添いながら見守りましょう。
ひとりで悩むより、まず相談を～相談窓口～
■「生きることがつらい」と悩んでいる本人・その家族の相談
● 相談先／いのちの情報ダイヤル“絆（きずな）”☎
0835-22-3321●相談日時／火・金曜日（祝日、年
末年始を除く）9時～11時30分、13時～16時30分
■ 精神科受診など早急な対応に関する相談
● 相談先／こころの救急電話相談☎0836-58-4455
●相談日時／３６５日、24時間

■心の健康全般
● 相談先／心の健康電話相談☎0835-27-3388●相
談日時／月～金曜日（土・日曜日・祝日、年末年始を
除く）9時～11時30分、13時～16時30分
問合せ　健康増進課地域保健担当☎0834-22-8553

「ちゃんと眠れちょる？」
３月は、自殺対策強化月間
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福
祉

キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
派
遣
選
手
選
考
会

対
象
　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

で
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

な
ど
を
受
け
て
い
る
13
歳
以
上
の
人

期
日
と
種
目
　
▼
５
月
10
日（
日
）…

陸
上
競
技
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
▼

17
日（
日
）…
Ｓ
Ｔ
Ｔ・ボ
ウ
リ
ン
グ
▼
24

日（
日
）…
水
泳・卓
球・ア
ー
チ
ェ
リ
ー

場
所
　
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上

競
技
場（
山
口
市
）ほ
か

申
込
み
　
3
月
6
日（
金
）必
着
で
、申

込
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５‐８

６
５
５
岐
山
通
１‐
１
障
害
者
支
援
課

障
害
者
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４‐
22‐

８
３
８
７・
０
８
３
４‐22‐８
４
６
４

高
齢
者
に
紙
お
む
つ
を
給
付

対
象
　
▼
市
内
に
在
住
す
る
、在
宅

で
介
護
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の

寝
た
き
り
、ま
た
は
認
知
症
の
高
齢

者
で
、常
時
失
禁
状
態
の
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族
▼
紙
お
む
つ
利
用
者

と
介
護
者
世
帯
が
、市
民
税
非
課
税

世
帯
▼
紙
お
む
つ
利
用
者
の
寝
た
き

り
度
ま
た
は
認
知
症
度（
要
介
護
認

定
の
基
本
調
査
項
目
に
基
づ
く
）が

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

※ 

引
き
続
き
受
給
す
る
人
も
申
請

が
必
要
で
す
。

※ 

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、除

き
ま
す
。

内
容
　
１
か
月
当
た
り
２
０
０
０
円

分
の
紙
お
む
つ
を
現
物
給
付

※ 

介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、４

０
０
０
円
分
を
給
付
し
ま
す
。

申
込
み
　
申
請
者
の
印
鑑
を
、持
参

で
、高
齢
者
支
援
課
介
護
給
付
・
保

険
料
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
６

７
、各
総
合
支
所
福
祉
担
当

募
集

県
健
康
福
祉
祭
ス
ポ
ー
ツ
文
化

交
流
大
会
参
加
者

対
象
　
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

期
日
と
種
目
　
▼
５
月
8
日（
金
）…

ゴ
ル
フ
▼
10
日（
日
）…
ボ
ウ
リ
ン
グ
▼

13
日（
水
）…
卓
球
、テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、

弓
道
、剣
道
、囲
碁
、将
棋
、健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
▼
15
日（
金
）…
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
▼
６
月
６
日（
土
）…
マ
ラ
ソ
ン

場
所
　
維
新
百
年
記
念
公
園（
山
口

市
）ほ
か

定
員
　
▼
ゴ
ル
フ
…
３
人
１
組
60
チ

ー
ム
▼
そ
の
他
…
な
し

参
加
料
　
無
料（
競
技
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

※ 

ゴ
ル
フ
、マ
ラ
ソ
ン
、ボ
ウ
リ
ン

グ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
参
加

料
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
各
申

込
み
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
…
３
月
６
日（
金
）〜
31
日（
火
）▼

競
技
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
…
３
月
６
日

（
金
）〜
４
月
６
日（
月
）▼
ゴ
ル
フ
…

３
月
10
日（
火
）〜
４
月
８
日（
水
）▼

マ
ラ
ソ
ン
…
３
月
10
日（
火
）〜
５
月

９
日（
土
）▼
ボ
ウ
リ
ン
グ
…
３
月
15

日（
日
）〜
４
月
15
日（
水
）

申
込
み
　
申
込
書
を
、持
参
で
▼
競

技
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
…
高
齢
者
支
援

課
福
祉
調
整
・
高
齢
者
支
援
担
当
☎

０
８
３
４‐
22‐８
４
６
１
、ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
担
当
▼
ゴ
ル
フ
…
県

ゴ
ル
フ
協
会
☎
０
８
３‐
９
７
３‐
４

７
０
１
▼
マ
ラ
ソ
ン
…
山
口
マ
ス
タ

ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟
☎
０
８
３
８‐

22‐３
８
７
５
▼
ボ
ウ
リ
ン
グ
…
県
ボ

ウ
リ
ン
グ
連
盟
☎
０
８
３‐
９
２
４‐

７
６
７
０
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
…

県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
☎
０

８
２
０‐
52
‐
４
５
８
９

徳
山
動
物
園
職
員

非
常
勤
嘱
託
職
員

対
象
　
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会

認
定
の
飼
育
技
師
の
有
資
格
者

勤
務
日
数
　
月
17
日

報
酬（
月
額
）　11
万
６
９
０
０
円
程
度

臨
時
職
員

対
象
　
高
校
卒
業
以
上
で
、動
物
の

飼
育
に
興
味
の
あ
る
人

勤
務
日
数
　
月
16
日

賃
金（
日
額
）　
６
５
６
０
円

い
ず
れ
も

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

定
員
　
各
１
人

選
考
　
書
類
・
面
接

申
込
み
　
３
月
13
日（
金
）ま
で
に
、

履
歴
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４

５‐
０
８
７
４
徳
山
５
８
４
６
徳
山

動
物
園
飼
育
展
示
担
当
☎
０
８
３
４

‐
22
‐
８
６
４
０

市
民
農
園
・
け
ん
こ
う
農
園

利
用
者

期
間
　
４
月
１
日（
水
）〜
平
成
28
年

３
月
31
日（
木
）

場
所
　
▼
新
南
陽
地
域
…
高
瀬
市

民
農
園
▼
熊
毛
地
域
…
地
方
け
ん
こ

う
農
園
・
西
馬
場
け
ん
こ
う
農
園
・

東
川
崎
け
ん
こ
う
農
園
・
上
河
内
け

ん
こ
う
農
園
・
東
善
寺
け
ん
こ
う
農

園
・
勝
間
上
け
ん
こ
う
農
園（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
）

申
込
み
　
３
月
13
日（
金
）ま
で
に
、

申
込
書
を
、持
参
で
▼
新
南
陽
地
域

…
新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課

☎
０
８
３
４‐
61
‐
４
１
０
８
▼
熊
毛

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

市
で
は
、水
素
利
活
用
に
関
す

る
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

参
考
と
す
る
た
め
、市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

※ 

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、市
の
考

え
方
と
併
せ
て
公
表
し
、個
別

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

意
見
の
全
文
公
表
を
希
望
す

る
場
合
は「
全
文
公
表
希
望
」

と
記
載
の
上
、提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

閲
覧
期
間
　
３
月
９
日（
月
）〜
４

月
８
日（
水
）

閲
覧
場
所
　
商
工
振
興
課
、市

役
所
本
庁
舎
市
民
さ
ろ
ん
、各
総

合
支
所
地
域
政
策
課
、各
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
　
４
月
８
日（
水
）

ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
意
見
を
、持
参
・
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス・Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５

‐
０
０
4
５
徳
山
港
町
１
‐
１
商

工
振
興
課
企
業
活
動
戦
略
室

☎
０
８
３
４
‐
22
‐
８
２
２
３
・

０
８
３
４
‐
22
‐
８
３
５
７
・

shoko@
city.shunan.lg.jp

水
素
利
活
用
計
画（
案
）
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地
域
…
熊
毛
総
合
支
所
産
業
土
木

課
☎
０
８
３
３‐
92
‐
０
０
１
４

問
合
せ
　
農
林
課
農
政
畜
産
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
５
６

市
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
部

会
委
員

対
象
　
市
内
に
在
住
、ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
20
歳
以
上（
応
募
日

現
在
）の
人

内
容
　
障
害
者
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
専
門
部
会
ご
と
に
協
議

定
員
　
地
域
生
活
、就
労
、教
育
の

３
部
会
に
つ
い
て
各
２
人

任
期
　
平
成
29
年
3
月
ま
で

選
考
　
書
類

申
込
み
　
3
月
16
日（
月
）ま
で
に
、

申
込
書
・
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
作

文（
８
０
０
字
程
度
）を
、郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５‐
８

６
５
５
岐
山
通
1
‐
1
障
害
者
支
援

課
障
害
者
支
援
担
当
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
８
６
７
・

０
８
３
４‐
22‐８

４
６
４
・

shogaifuku@
city.

shunan.lg.jp

市
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）

対
象
　
教
員
や
保
育
・
こ
と
ば
の
教

室
指
導
の
経
験
の
あ
る
人

内
容
　
３
歳
以
上
の
幼
児
の
言
葉
に

関
す
る
相
談
や
指
導
な
ど

勤
務
場
所
　
幼
児
こ
と
ば
の
教
室

勤
務
　
月
17
日
、８
時
15
分
〜
17
時

報
酬（
月
額
）　12
万
６
１
０
０
円
程
度

雇
用
期
間
　
４
月
１
日（
水
）〜
平
成

28
年
３
月
31
日（
木
）

定
員
　
１
人

選
考
　
面
接

申
込
み
　
３
月
13
日（
金
）ま
で
に
、

履
歴
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４

５‐
０
０
０
４
毛
利
町
2‐
2
教
育
政

策
課
教
育
政
策
担
当
☎
０
８
３
４‐

22
‐
８
５
３
２

非
常
勤
嘱
託
職
員

対
象
　
手
話
通
訳
士
ま
た
は
県
登

録
手
話
通
訳
者
の
資
格
と
普
通
自

動
車
免
許
を
持
つ
人

内
容
　
聴
覚
障
害
者
の
生
活
相
談
、

手
話
通
訳
、手
話
通
訳
者
の
派
遣
調

整
業
務
な
ど

勤
務
場
所
　
障
害
者
支
援
課
ほ
か

勤
務
　
月
17
日
、8
時
30
分
〜
17
時

15
分

報
酬（
月
額
）　
13
万
９
５
０
０
円
程

度（
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り
）

雇
用
期
間
　
4
月
1
日（
水
）〜
平

成
28
年
3
月
31
日（
木
）

定
員
　
2
人

選
考
　
書
類
・
面
接

申
込
み
　
３
月
２
日（
月
）〜
13
日

（
金
）必
着
で
、登
録
証
な
ど
の
写
し
・

履
歴
書
・
作
文（
聴
覚
障
害
者
福
祉

に
つ
い
て
、８
０
０
字
以
内
、様
式
自

由
）を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５‐

８
６
５
５
岐
山
通
1
‐
1
障
害
者
支

援
課
障
害
者
福
祉
担
当
☎
０
８
３
４

‐
22
‐
８
３
８
７講

座・講
演

親
子
で
地
産
地
消
ピ
ザ
づ
く
り

体
験
教
室

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時
　
3
月
21
日（
祝
）9
時
30
分
〜

15
時

場
所
　
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南

内
容
　
市
内
産
の
食
材
を
使
っ
た
チ

ー
ズ
で
家
庭
で
も
作
れ
る
ピ
ザ
作
り

定
員
　
10
組（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、抽
選
）

参
加
料
　
１
人
５
０
０
円（
材
料
費
）

※ 

別
途
、昼
食
代
と
し
て
1
人
５
０
０

円
が
必
要
で
す
。

持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

申
込
み
　
3
月
6
日（
金
）〜
13
日

（
金
）に
、住
所・氏
名・電
話
番
号
を
、

電
話
で
、農
林
課
農
政
畜
産
担
当
☎

０
８
３
４‐
22
‐
８
３
５
６

道
徳
教
育
・
人
権
講
演
会

日
時
　
３
月
17
日（
火
）10
時
〜
12
時

場
所
　
徳
山
商
工
高
等
学
校

演
題
　「
無
敵
の
人
」と
な
ら
な
い
た

め
に
〜「
黒
子
の
バ
ス
ケ
」脅
迫
事
件

か
ら
考
え
る
〜

講
師
　
土
井
隆
義
さ
ん（
大
学
教
授
）

参
加
料
　
無
料

問
合
せ
　
人
権
推
進
課
人
権
推
進

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
４
５
６

姿
勢
を
改
善
す
る
と
体
が
楽
に
な
る

対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

日
時
　
３
月
13
日（
金
）10
時
〜
11

時
30
分

場
所
　
徳
山
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
講
義
、体
操

講
師
　
田
引
佳
子
さ
ん（
運
動
指
導
者
）

定
員
　
40
人（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

持
参
物
　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、動
き
や
す

い
服
装
、飲
み
物

申
込
み
　
３
月
５
日（
木
）か
ら
、高

齢
者
支
援
課
介
護
予
防
担
当
☎
０

８
３
４‐
22
‐
８
４
６
２

催
し

図
書
館
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
３
月
20
日（
金
）19
時
〜

場
所
　
中
央
図
書
館

内
容
　
遠
藤
和
子
さ
ん（
チ
ェ
ロ
）と

中
西
政
美
さ
ん（
ギ
タ
ー
・
歌
）の
演

募
集4

月
か
ら
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。バ
ス
利
用
予
定
の
人
に

は
事
前
に
バ
ス
半
額
カ
ー
ド
を

配
布
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
の
事
業
所
な
ど
に

勤
め
る
自
家
用
車
通
勤
者

内
容
　
当
日
自
家
用
車
以
外
で

通
勤
を
実
施

※ 

バ
ス
半
額
カ
ー
ド
の
利
用
は
、

一
般
路
線
で
の
通
勤
時
に
限

り
、他
の
運
賃
割
引
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。運
賃
の
支

払
い
は
、現
金
に
限
り
ま
す
。

申
込
み
　
申
込
書（
市
環
境
政

策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

を
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス・
Ｅ
メ
ー
ル

で
、〒
７
４
５‐８
６
５
５
岐
山

通
1‐
1
環
境
政
策
課
環
境
政

策
担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３

２
４
・
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
２

５
・

kankyo@
city.shun

an.lg.jp

毎
月
第
3
金
曜
日
の

市
内
一
斉
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
参
加
者
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申
込
み
　
3
月
5
日（
木
）か
ら
、住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、電

話
で
、ふ
る
さ
と
産
品
の
店
こ
あ

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
５
１
６

忍
ニ
ン
！
修
行
で
ご
ざ
る
！

春
の
子
ど
も
村

対
象

小
学
４
年
〜
６
年
生

期
間

３
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）

２
泊
３
日

場
所

大
田
原
自
然
の
家

内
容
　
修
業
を
ク
リ
ア
し
て
、里
山

の
忍
者
を
め
ざ
す

定
員
　
40
人（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、抽
選
）

※ 

５
〜
７
人
の
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込

む
と
、同
じ
班
で
力
を
合
わ
せ
て

修
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
料
　
１
人
…
７
５
０
０
円（
食

事
代
、バ
ス
代
、保
険
料
な
ど
）

申
込
み
　
3
月
9
日（
月
）ま
で
に
、

大
田
原
自
然
の
家
☎
・
０
８
３
４‐

89
‐
０
４
６
１

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

山
田
家
本
屋
周
辺
と
道
の
駅
ソ
レ

ー
ネ
周
南
に
行
こ
う

日
時
　
3
月
19
日（
木
）9
時
45
分

〜
15
時

集
合
・
解
散
場
所
　
Ｊ
Ｒ
戸
田
駅

内
容
　
山
田
家
本
屋
周
辺
の
散
策
、

湯
野
温
泉
、道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南

奏
、八
代
小
学
校
児
童
の
合
唱
他

定
員
　
80
人
程
度（
受
け
付
け
順
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
３
月
７
日（
土
）〜
19
日

（
木
）ま
で
に
、住
所
・
氏
名（
複
数
の

場
合
、連
名
で
記
載
）・
電
話
番
号

を
、電
話
・
E
メ
ー
ル
で
、中
央
図
書

館
☎
０
８
３
4
‐
22
‐
８
６
８
２
・

toshokan@
city.shunan.lg.jp

市
長
公
舎
一
般
見
学
会

大
正
時
代
を
代
表
す
る
和
洋
折
衷

方
式
の
木
造
住
宅
の
見
学
会
で
す
。

日
時
　
３
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

10
時
〜
15
時

場
所
　
市
長
公
舎

※ 

会
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
財
務
課
財
産
管
理
担
当

☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
２
８
１

知
っ
ち
ょ
る
？
徳
山
の
お
話

ふ
る
さ
と
史
跡
探
訪

日
時
　3
月
25
日（
水
）９
時
〜
13
時
頃

集
合
場
所
　
美
術
博
物
館

東
側

駐
車
場

定
員
　
20
人（
受
け
付
け
順
）

内
容
　
文
化
会
館
、児
玉
神
社
、毛

利
家
墓
所
な
ど
周
辺
地
域
の
散
策

参
加
料
　
１
５
０
０
円（
食
事
代
、保

険
料
な
ど
）

を
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案

内（
湯
野
ま
で
は
送
迎
バ
ス
で
移
動
）

定
員
　
20
人（
受
け
付
け
順
）

※
最
少
催
行
人
数
は
、10
人
で
す
。

参
加
料
　
１
２
０
０
円（
昼
食
代
・
保

険
代
・
資
料
代
）

申
込
み
　
3
月
16
日（
月
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

持
参
・
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、

〒
７
４
５‐
０
０
３
３
み
な
み
銀
座
１

‐
８
観
光
案
内
所
ま
ち
の
ポ
ー
ト
☎

０
８
３
４‐
22
‐
８
６
９
１
・

０
８

３
４‐33‐８
４
２
５

問
合
せ
　
観
光
交
流
課
観
光
振
興

担
当
☎
０
８
３
４‐
22
‐
８
３
７
２

徳
山
動
物
園
の
催
し

春
の
動
物
画
コ
ン
ク
ー
ル

対
象
　
幼
児
・
小
学
生（
新
学
年
）

日
時
　
３
月
14
日（
土
）〜
４
月
７
日

（
火
）９
時
〜
17
時

※
3
月
17
日（
火
）は
休
園
し
ま
す
。

場
所
　
徳
山
動
物
園

持
参
物
　
４
つ
切
り
の
画
用
紙
、画
材

（
ク
レ
ヨ
ン
・コ
ン
テ
・
パ
ス
類
・
水
彩
）

申
込
み
　
３
月
14
日（
土
）〜
４
月
７

日（
火
）ま
で
に
、作
品
裏
面
右
下
に
、

小
学
校（
幼
稚
園
・
保
育
園
）名
・
４

月
以
降
の
学
年
・
氏
名（
入
園
前
の

幼
児
は
、住
所
・
氏
名
）を
記
入
し
、

持
参
で
、徳
山
動
物
園
管
理
担
当
☎

０
８
３
４‐
22
‐
８
６
４
０

■市民文化教室受講生募集 
●期間／4月～平成28年3月の毎月1
～2回●時間／9時30分～20時の間
で2時間●場所／市民館 ・徳山保健
センター・学び交流プラザ ●内容／
短歌・俳句・漢詩・園芸・小原流いけばな・
日本画・絵画・実用細字・てん刻・書の
総合講座・ハワイアンキルト・ステンシ
ル●受講料（月額）／2,000～3,000円
●申込み／3月13日（金）までに、周南
文化協会事務局☎0834-22-8190

■市民文化教室作品展 
●日時／3月14日（土）・15日（日）9時
30分～１７時●場所／文化会館 ●
内容／各教室の受講生による作品展
※体験コーナーあり●入場料／無料
●問合せ／周南文化協会事務局☎
0834-22-8190

■秋月囲碁大会参加者募集
●日時／3月22日（日）
9時～●場所／秋月公
民館 ●定員／60人
※小野慎吾さん（棋士
十二段）が参加します。●参加料／▼一
般…1,500円▼高校生以下…1,000円
（昼食代含む）●申込み／3月11日（水）
までに、枡田さん☎0834-28-1750

■環境学習講座「森で学ぼう！」
●日時／3月22日（日）10～１６時●
場所／ふれあいの森なんでも工房
●対象と定員／小学３年～６年生の児
童30人とその家族●参加料／無料
●申込み／3月16日（月）までに、県ア
クティブシニア協会河本さん☎0834-
31-1299

■ 玄米食の素晴らしさを伝える活動
●日時／3月28日（土）9時～12時●場
所／新南陽ふれあいセンター●定員／
20人(受け付け順)●参加料／500円
●持参物／エプロン、タッパー、玄米ご
飯と一緒に食べる料理（漬物など）一品
●申込み／３月20日（金）までに、周南な
ずなの会藤井さん☎090-1680-6331

皆さんの活動耳より情報

伝言板
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市以外からのお知らせ

掲示板

しゅうなん
メールサービス

なん
メールサービス
しゅう

【人口】148,388人（前月比 －82人）

［男］71,663人（前月比 －16人）
［女］76,725人（前月比 －66人）
●出生106人 ●死亡198人
●転入286人 ●転出276人

【世帯】67,524世帯（前月比 －13）

登録すると、登録された携帯電話やパソコンに、市から災
害・緊急時のお知らせや気象情報のEメールが配信され
ます。shunan@xpressmail.jpに空メールを送信し、返信
されたEメールの内容に従って登録してください。

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

中
山
間
地
域
で
、地
域
の
将
来
像
や

実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
を
定
め

た
手
作
り
の
計
画
は
？

①
地
域
の
夢
プ
ラ
ン

②
里
の
縁
側
プ
ラ
ン

③
地
域
お
こ
し
プ
ラ
ン

応
募
方
法
　
3
月
10
日（
火
）必
着

で
、ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
市
広

報
の
記
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

は
が
き
で
、〒
７
４
５‐８
６
５
５
岐

山
通
１‐１
広
報
情
報
課
広
報
担
当

前
回
の
答
え
　
③
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル

ド
・
ド
・
カ
ン
ポ
市

当
選
者
　
後
藤
悦
子
さ
ん
、高
橋
俊

彦
さ
ん
、福
田

保
子
さ
ん
、福

原
順
子
さ
ん
、

益
田
佳
那
栄

さ
ん（
応
募
総

数
82
通
）

6件（平成27年の累計 6件）

死者数0人（平成27年の累計0人）
負傷者数76人（平成27年の累計76人）

市政情報番組 周南市市政だより

市ホームページ 広報しゅうなん
■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/voice/

正解者の中から
抽選で5人に
図書カードを
プレゼント

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

人のうごき（1月31日現在）

周南市数字で見る

火災件数（1月の発生件数）

交通事故件数（1月の発生件数） 

■シティーケーブル周南（12チャンネル）
　毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デジ
タル12チャンネル）
　毎日6時30分・14時・24時30分
■メディアリンク（アナログ5チャンネル・デ
ジタル12チャンネル）
　毎日7時・14時・21時
■岐北テレビ（12チャンネル）
　毎日6時・12時・19時30分・23時
■市政だよりバックナンバー
　  http://www.city.shunan.lg.jp/
section/kohojoho/info/catv/

水素先進都市「周南」
（3月放送分）

　徳山動物園は、3月で開園し
て56年目を迎えます。
　これを記念して3月21日（祝）
に無料開園します。
　カピバラ舎にはお風呂も設置
されて、2匹が楽しむ姿を観察す
ることができます。ぜひかわいら
しい様子を観賞してください。

徳山動物園

徳山動物園
☎0834-22-8640問合せ

■県特定（産業別）最低賃金の改正
●効力発生日／平成26年12月15
日●最低賃金（1時間）／▼鉄鋼業・
非鉄金属製造業…850円▼電気機
械器具製造業…776円▼輸送用機
械器具製造業…822円▼百貨店、総
合スーパー…737円※県最低賃金
は、平成26年10月１日から715円に
改正されています。●問合せ／山口
労働局賃金室☎083-995-0372

■周南警察署「徳山駅前交番」移転
徳山駅ビルの建替工事に伴い、

交番の機能を中央交番に移転・併
設します。徳山駅前交番の電話番
号（0834-31-0105）は変更ありませ
ん。●移転日／3月2日（月）●移転先／
桜馬場通1-2-2中央交番●問合せ／
周南警察署地域第一課☎0834-21-
0110

■暮らしとこころの合同相談会
●日時／3月8日（日）10時～16時●
場所／県総合保健会館（山口市）●
問合せ／▼弁護士による相談…県
弁護士会☎083-922-0087▼ここ
ろの健康相談…県精神保健福祉セ
ンター☎0835-27-3480

■徳山高専夢広場　まちなかの小さ
な卒研発表会
　徳山高専土木建築工学科5年生
と3年生の有志が、1年間の研究成
果を発表します。●日時と内容／▼
3月14日（土）～21日（祝）…作品展
示▼14日（土）13時30分～17時…
発表会●場所／ふれあいパーク街
あい ●問合せ／徳山高専総務課
☎0834-29-6227

3月の納付
介護保険料 10期
国民健康保険料 10期
後期高齢者医療制度保険料 9期

2015.3.115



広
報
し
ゅ
う
な
ん
  編
集
／
周
南
市
広
報
情
報
課
  〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1 ☎

0834-22-8232 
0834-22-8224  　

 
http://www.city.shunan.lg.jp/ 

info@city.shunan.lg.jp（
そ
の
他
の
課
はトッ

プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。
広告掲載の申し込みは、株式会社ふじたプリント社☎0834-25-1600まで。

広　告
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